
2 Ea- 9 油性汚れの付着した織物の吸水性におけるぬれの影響

　　　　　　　　東横学園女短大　　　　　　　　　谷田貝麻美子

　[目的]織物への汚れの付着がその吸水性に及ぼす影響は、繊維および織物表面のぬれの

変化と．糸や繊維の間隙など織物構造に関する変化の２つがあり、組成繊維によって．こ

れらのいずれかが支配的になると考えられる1)ここでは、油性汚れの付着した織物の吸

水性を決定する要因のうち、界面化学的な影響として．油性汚れそのものの親水性や．油

性汚れの付着した繊維表面に対する水の接触角について検討した．

　[方法]油性汚れの親水性の指標として．油性物質／水の付着仕事(Wa)を求めた．室温

で液体の油性物質については．水と油性物質のそれぞれの表面張力およびそれらの聞の界

面張力を測定し、Waを算出した．室温で固体の油性物質については、油性物質をいったん

融解し再び固化させた板状試料に対する水の接触角を測定し、Waを算出した．油性汚れの

付着した繊維表面のぬれとして、セロフアン、ポリエステルの２種のフィルムを油性物質

またはその溶液に浸漬して汚染し．これらの汚染フィルムに対する水の接触角を測定した．

　[結果]油性物質／水の付着仕事、汚染フィルムに対する水の接触角のいずれも、油性汚

れの付着した織物の吸水性1)との聞に相関が認められ．汚染による織物の吸水性の変化に

界面化学的なぬれの変化が関係していることが確認できた．また．このようなぬれの変化

が織物の吸水性に及ぼす影響は．ポリエステルよりもセルロースにおいてより大きく認め

られ、組成繊維の親水・疎水性によって汚染の影響が異なることが確かめられた。
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2 Ea-10 ドライクリーニングの仕上げに関する研究－シリコーン加工の防汚特性一

共立女短大　　○山口庸子　　永山升三

　【目的】これまで、ドライクリーニングの繰り返しによる風合いの劣化や機能性の低下を

改良する方法としてシリコーンオイルの仕上げ加工は風合いの改良効果およびはっ水性の

回復効果を持つことを報告した。本報では、羊毛を対象に実際にドライクリーニング工場

で使用されている仕上げ加工剤と比較して。シリコーン加工の防汚特性を明らかにした。

　【方法】仕上げ加工は、従来の加工剤として柔軟剤（陽イオン系）、サイジング剤（アク

リル樹脂系）、防水加工剤（フツ素系）を、シリコ ■!Iンにはポリジメチルシロキサン、ア

ミノ変性シリコーン。エポキシ変性シリコ-ンを使用した。防汚性の測定は、顔あか布

　（人体汚れ）と屋外暴露布（外界汚れ）の２種類を対象に、汚れの付着と汚れ落ちについ

て、顔あか布は官能検査（一対比較法）によって判定し。外界からの付着汚れは表面反射

率の測定から防汚効果を評価した。更に、帯電性（半減期測定法）。吸水・吸油性（バイ

レック法・滴下法）、表面特性（KES法）を計測し防汚性の要因を追求した。

　【結果】①顔あか布の防汚性評価結果から、ドライクリーニングの繰り返しによって防汚

性は低下した。従来の仕上げ加工剤では防汚性は低下するが。シIJコーンによる加工処理

は布表面を滑らかにすることにより防汚性を改善する事が判った。②外界からの付着汚れ

を評価した結果、サイジング剤・ポリジメチルシロキサンにより汚れは付着し易く防汚効

果は低下した。これらの加工剤では帯電性が増加する事から静電汚れは屋外暴露布の防汚

性低下の要因と考えられる。しかし、シリコーン加工布は洗浄により汚れが落ち易く、着

用・ドライクリーニングの繰り返しによっても汚れの沈着しない防汚効果が期待できる。

196


